
令和８年度第１回奄美地域保健医療福祉協議会 

開催日時 令和８年９月７日（月）午後４時～５時１５分 

開催場所 大島支庁本館４階中会議室 

出 席 

委員 １４人 

安田委員、屋島委員、末廣委員（代理 増田氏）、稲委員、町田委員、伊集院委員、

石神委員、南委員、貴島委員、榮委員、富山委員（代理 吉村氏）、向井委員、 

俊岡委員、相星委員 

随行者 １人 

報道関係者 ２人（奄美新聞社、南海日日新聞社） 

傍聴者 なし 

事務局 １６人  

欠 席 高岡委員、永田委員、吉田委員 

１ 開会 

 

２ あいさつ（大島支庁保健福祉環境部） 

 

３ 会長選出 

  稲委員選出 

 

４ 協議 

 鹿児島県保健医療計画（奄美保健医療圏）の中間見直し（素案）について 

 (1)「現状と課題」について 

(2)「施策の方向性」について 

 ＜主な意見＞ 

・ＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）について、看護協会大島地区では研修会を開催し

ており、それぞれの医療機関についても研修会や勉強会を実施し、ＡＣＰの取り組みを進めてい

る。 

・台風接近の際、船便が欠航し物資が届かない。災害はいつ起きるかわからないため、災害に備

え医薬品を備蓄できるような仕組みを考えていかなければならない。 

・（交通機関の長期欠航の際の医薬品確保については、）行政から航空会社や自衛隊・海保にお願

いできる可能性はある。引き続き連携していきたい。 

 

＜協議結果＞ 

素案を承認 

 

５ その他 

 以下の項目について、資料により説明し、意見交換を行った。 

(1) 新たな地域医療構想について 

(2)地域振興推進事業を活用した「噛ミング30（カミングサンマル）運動」について 

 

６ 閉会 


